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みんなでHAPPY
はっぴー

 CHEMISTRY！
　けみすとりー

施設名

演題名 幸せホルモンTQM　～ライフケアガーデン熱川での取り組み～

(ふりがな)

発表者（職種） 杉山　潤一
すぎやま　じゅんいち

　　(理学療法士)ライフケアガーデン熱川

事務

調理師

（実施前）①幸せ度2.07　②個別に調査
（実施後）①実施毎の即時効果としては散歩（日光浴）4.5 カラオケ4.5 化粧4.7 平均4.6とすべて目標達
成。実施前の値の比較による　長期効果だと散歩（日光浴）3.0 カラオケ2.3 化粧4.0 平均3.1で、いずれも
改善傾向にはあるものの化粧のみ目標達成。
②個別に調査し、いずれのケースにおいても、改善が得られた。

①毎月のレクリエーション内容を決定する際、個別の希望に添えるように努める。
②毎月配布のカレンダーにレク内容を載せるなどして、楽しみに思えるようにする。
③全職員に幸せホルモンについて周知する。

入澤友美
2023年10月～11月

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

　今回の幸せホルモンTQM活動に参加されたご入居者・ご利用者14名について、日常生活における課
題を調査。おおまかに5つの問題をあげ、課題に設定。
①部屋に引きこもりがちで他者との交流が少ない。②日中の活動量が少ない。
③寂しがり帰宅願望が強い。④退屈で張りがない。
⑤楽しみがなく、活動意欲がわかない。

営繕

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 各部門において3種目を5回ずつ

高羽志穂

杉山潤一

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）①幸せ度スケール使用。
　　　　　  ②個別の問題課題。

（目標値）幸せ度4。個別に問題課題の改善。

　まず、活動を行うために「幸せホルモン」について学びました。その上で、ご入居者・ご利用者の日常生
活の課題について、調査を実施。
　調査結果より①散歩（日光浴）　②カラオケ　③化粧の3種目を実施することに決定。
本館、別館、デイサービスにて、3種目をそれぞれ2名ずつ(デイサービスは日光浴を目的とした散歩の
み)、チーム以外のスタッフにも実施方法を説明し、施設全体の取り組みとして1か月半の間に5回実施。

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

②支援部門

③管理部門

④その他

ケアワーカー

ケアワーカー

介護支援専門員

長島一徳

岩田五月

梅原春美

チーム
メンバー
（職種）

理学療法士

取り組種別 課題達成型

梅原春美(看護師長)

稲葉哲也

鈴木はるみ 介護福祉士

田口真由美 介護福祉士

松本修二 介護福祉士

准看護師

介護福祉士竹内緑

佐藤志津子

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動


